























































































































A7(1) 直線上の点の座標を求める 知 80 79.4 -0.6
A7(2) グラフから直線の式を求める 表 65 40.0 -25.0
A9(1) 事象から反比例の式を求める 表 65 50.2 -14.8
B8(1)グラフから直線の式を選ぶ 知 60 44.5 -15.5
B9(2) 事象から比例の式を求める 表 70 60.7 -9.3
C8 比例の式からグラフをかく 表 75 60.0 -15.0
C9(1) 反比例の表の値を求める 表 65 62.1 -2.9
C9(2) 反比例のグラフを選ぶ 知 75 79.1 4.1
表 2.　一次関数に関する問題の概要および通過率






A10 一次関数の式でないものを選ぶ 知 60 72.0 12.0
B10(1) 一次関数の式からグラフの傾きを求める 知 75 53.2 -21.8














































































































Beliefs about Mathematics Teaching（数学教授に
ついての信念），Beliefs about the Social Context
（社会的文脈についての信念）等のカテゴリー
のもとで議論されてきた。





















うち 1 本の直線上には点 P が与えられている。

















































































































も，グラフに対し「x が増加するときの y の値

























































線に対し，x が 1 増加したときの y の変化に着眼







そもそも傾きの背景には x 軸方向，y 軸方向
の成分，つまり x の増加量とそれに対応する y
の増加量が必要である。そしてその基礎には「x
が X1から X2まで変化すると，それに対応して



















れているが，背後には x の変化量が 1 以外のこ
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